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本日のプログラム

開会

市長挨拶

事例発表

鈴木 比呂志 氏 （長房中学校区地域づくり推進会議参加者）

荒木 紀行 氏 （川口中学校区地域づくり推進会議参加者）

基調講演 「地域づくりは未来の希望になるか」

東京都立大学人文社会学部 人間社会学科 准教授 室田 信一 氏

パネルディスカッション 「地域の未来と地域づくり推進会議の役割」

ファシリテーター

室田 信一 氏（東京都立大学人文社会学部 人間社会学科 准教授）

パネリスト

内藤 佳代子 氏（川口中学校区地域づくり推進会議参加者）

高橋 今日子 氏（南大沢中学校区地域づくり推進会議参加者）

佐藤 駿 氏（南大沢中学校区地域づくり推進会議参加者／多摩大学学生）

今泉 靖徳 氏（八王子市第一層生活支援コーディネーター）

石森 孝志 （八王子市長）

閉会

ニューヨーク市立大学ハンター校卒業後、ニューヨーク市内で移民コミュニティ
オーガナイザーとして勤務。2005年帰国後、大阪に拠点を移し、大阪府社会
福祉協議会、大阪府茨木市のNPOに勤務。大阪大学での特別研究員を経て、
2012年4月より現職。コミュニティにおける専門職の役割と福祉政策を研究。
八王子市第二層生活支援コーディネーター研修の講師も務める。
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事例発表

モデル地区（長房中学校区）
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事例発表

3



事例発表

モデル地区（川口中学校区）
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事例発表
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基調講演
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「地域づくりは未来の希望になるか」

室田信一（東京都立大学）

1 この国の希望

（１） 『希望の国のエクソダス』村上龍
（２） 『希望難民』古市憲寿
（３） 人口減少社会
（４） 一人当たり名目GDP
（５） 『幸せのメカニズム』前野隆司
（６） 経済システムの進化と定常型社会

2 岐路に立つ地方自治

（１） ステイローカルという考え方
○ 川の図書館（調布市）
○ チリンチリン三鷹（三鷹市）
○ お楽しみお出かけツアー（東近江市）
○ おすそわけ野菜市（東近江市）
○ 地域通貨（箕面市）

（２） リーダーシップの構造

3 地域づくりにおける時間の捉え方

（１） 矢と円
（２） 地域活動の盛り上がりのカタチ
（３） カマコン（鎌倉市）

4 地域づくりの財源

（１） こども食堂かくしょうじ（調布市）



地域づくりとは？【参考資料】

地域づくりでは、次のような地域の姿を目指しています。この実現に向けて
中学校区単位で「地域づくり推進会議（以下「推進会議」という。）」を設置し、
取組を進めていきます。

＜八王子市が目指す地域づくり（地域づくりの未来像）＞

＜推進会議とは＞

１ 多様なつながりをもとに安心して暮らせる地域社会
日常生活で顔の見える関係性のなかでの支えあい、担いあいを通して、誰もが安心して
住み続けられる地域をめざします。

２ 地域の自立性・主体性を発揮
従来の制度の縦割りや分野の垣根を超えて、地域の実情やニーズを捉えた柔軟な課題
解決を実現していきます。

３ 将来にわたり暮らしを支える「新しい地域のつながり」
デジタル技術も活用しながら多くのステークホルダーとの連携を深め、地域の潜在的な
ポテンシャルを掘り起こしながら、持続可能な地域社会をつくっていきます。

地域の幅広い分野・世代の活動団体や住民がつながり、ともに取組を行っ
ていくための「地域のプラットフォーム」となるものです。

推進会議を母体とする地域づくり（イメージ）

将来にわたって誰もが安心して暮らせる地域社会を目指して、地域が主体的に
魅力向上や課題解決に向けて協働していくためのしくみを構築していくことです。

• 分野や世代を超えた多様な
つながり

• 団体間の情報共有や連携の
強化

• 担い手の発掘や相互補完に
よる地域活動の充実
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・地域情報の共有

・議論しやすい関係づくり

・地域のありたい姿とそれに
向けて必要な取組を設定
・地域で主体的に会議運営
するための検討

・取組を通じて住民や団体
同士が連携
・既存取組の充実
・新たな取組の開始

＜取組の流れ＞

推進会議では、次のようなステップを踏みながら、地域の活動団体や住民
の連携による取組を進めていきます。

地域カルテ作成
地域づくり推進計画策定
推進会議の運営体制検討

計画に基づく
取組の実践

ステップ２ステップ１ ステップ３

＜地域カルテ＞

（主な掲載内容）
地域概要：特徴、年間行事
地域活動：活動団体（町会・自治会、住民協議会等）、市民

活動（サークル活動、地域施設（教育等機関・
子育て支援施設等）

住民おすすめ情報
統計データ：人口・世帯数・世帯人員の推移

地域カルテには、以下の情報を掲載しています。住民おすすめ情報は、推進
会議参加者が広く伝えたい情報を掲載しており、地域ならではの内容になっ
ています。

＜地域づくり推進計画＞

地域づくり推進計画（以下「推進計画」という。）は、将来ビジョンの実現に向
けた具体的な取組をアクションプランとしてまとめた地域の行動計画です。

モデル地区（長房・川口中学校区）では、推進計画を基に、令和４年度

（２０２２年度）からアクションプランで掲げた具体的な取組を実践して

います。（P９、１０参照）
みなみ野・南大沢中学校区では、令和５年度（２０２３年度）に策定しま

す。

地域づくりとは？【参考資料】
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長房中学校区の取組

多文化・多世代がつながりみんなが安心して楽しく暮らすまち長房
～みんなで描く幸福度の高いまちづくり～

＜将来ビジョン＞

＜令和４年度（２０２２年度）の取組＞

発信方法別に３つの部会を設置し、
「地域情報の発信力の強化」に取り組んでいます。

【地域施設部会】１

【SNS部会】２ 【地域イベント部会】３

将来ビジョンに込めた思い

「多世代交流／多文化・多世代」、「つながり」、「安心・安全」、「幸福」等のキーワード
をもとに、地域に関わるあらゆる人たちが安心して暮らすことのできる地域を皆で
つくっていきたいという思いから将来ビジョンを決定しました。

地域に身近な施設（コピオ長房）で、地
域掲示板やモニターを活用し、推進会議
の取組などの紹介を行います。

多世代に地域活動などを知ってもらう
ため、InstagramとTwitterを使った
情報発信に向けて、発信内容や投稿の
方法などのルールについて検討してい
ます。

地域イベント・行事の場を活用して地域情報を
発信する方法について検討しています。

地域施設での情報発信の様子

＜具体的な取組＞
「地域食堂」や「目的別教室」、「多世代交流イベント」の開催等

○ 地域情報のタイムリーな発信
○ 地域づくりの仲間を増やす

＜今後の取組予定＞

【参考資料】
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＜将来ビジョン＞

将来ビジョンに込めた思い

「地域のあらゆる世代」、「地域の住みやすさ」、「自然の豊かさ」の３つのキーワード
をもとに、地域に住む子どもから大人までの人々が、つながりや結びつきを大切にし
ていきたいという思いから将来ビジョンを決定しました。

マルシェ部会とコミュニティカレンダー部会を設置し、
「プラットフォームづくり」に取り組んでいます。

川口マルシェの様子

住みたくなる、住み続けられるまち川口
～自然と共生し、大人から子どもまでのつながりを大切に～

住民が地域の活動に参加しやすくなるよう、地域
内の行事・イベントなどをまとめた「コミュニティカ
レンダー」を3か月ごとに作成し、配布しています。

地域づくりの担い手となる人やさまざまな情報が集
まる場として、「川口マルシェ」を川口やまゆり住民協
議会と共同で開催しました。

１ コミュニティカレンダー部会

マルシェ部会2

＜具体的な取組＞
「マルシェ」の開催、「コミュニティカレンダー」や「ハザードマップ」の作成等

○ 新たな担い手の発掘と育成
○ 人、活動拠点、資金に関する具体的な検討

＜今後の取組予定＞

川口中学校区の取組【参考資料】

＜令和４年度（２０２２年度）の取組＞
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みなみ野・南大沢中学校区の取組【参考資料】

＜令和４年度（２０２２年度）の取組＞

〇 みなみ野中学校区

・地域子ども家庭支援センターで、
利用者に聞き取り調査を実施
・モデルの推進会議参加者に、推進計画
の策定過程等を聞き取り

推進計画の策定に向けて、推進会議全体での話し合い以外にも、各中学校
区で自主的な活動を行いながら、 「地域でどんな取組が必要か」について検
討しています。

＜令和３年度（２０２１年度）の取組＞

各中学校区の個性があふれるカルテを作成しました。

手書きのマップで見どころを紹介まちの特徴を写真と一言コメントで紹介

〇 南大沢中学校区

・アクションプランのテーマについて、関
心のあるテーマが共通する参加者同
士が集まり、取組を検討

グループワークの様子

〇 みなみ野中学校区 〇 南大沢中学校区

聞き取り調査の様子
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今後の取組【参考資料】

＜推進会議への移行プロセス＞

各中学校区における推進会議の設置については、地域の皆さんの意向を大
切にしながら、地域の実情にあわせて段階的に進めます。

意見交換会意見交換会

準 備 会準 備 会

推進会議推進会議

• 推進会議の設置に向けたメンバーが集まり、地域の魅力や課題へ
の理解を深めるとともに、参加者間の関係性を構築する。

• 推進会議の運営体制や必要な役割を検討し、設置に向けた準備
を行う。

• 地域の多様な活動団体や住民が地域活動における課題や共有し
たいことの意見交換を行う。

• 他地区の取組を参考に推進会議等への理解を深める。
• 地域づくりの未来像や推進会議設置のプロセスを共有し、推進会
議設置に関する意向をまとめる。

※令和4年度（２０２２年度） 33中学校区で開催

意見交換会の様子

※令和５年度（２０２３年度）以降、地域の
意向・実情に合わせて順次開催

• 自立的・主体的な会議の体制をつくる。
• 地域情報の共有、地域のありたい姿に向けた取組の検討を行う。
• アクションプランの取組を実行する。

地域のプラットフォームとなる推進会議を、市内全地域へ広げていきます。
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地域づくりに関する詳細や推進会議を設置した４中学校区の取組状況は、
市HPで公開しています。以下の二次元コードからご覧ください。

▲地域づくりの
推進について

▲川口中学校区
の取組状況

▲長房中学校区
の取組状況

▲みなみ野中学校
区の取組状況

▲南大沢中学校区
の取組状況

「地域づくりの推進について」

「地域づくり推進会議」

地域づくりに関する情報【参考資料】

４中学校区のカルテ及び推進計画は、以下の施設で配布しています。

【配布場所】

○ 市役所3階未来デザイン室
○ 各事務所・図書館・保健福祉センター・地域子ども家庭支援センター

※ 推進会議を設置した中学校区内の市民センター、はちまるサポート、
高齢者あんしん相談センターでも、該当する中学校区のカルテと推
進計画を配布しています。
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八王子市 未来デザイン室

住 所 〒192-8501 八王子市元本郷町三丁目24番１号
電 話 ０４２-620-7307
F A X 042-627-5939
M a i l b６２0０00@city.hachioji.tokyo.jp

mailto:00@city.hachioji.tokyo.jp

